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カ
レ
ン
ダ
ー 

  2 0 2 5 年 1 2 月 1 5 日（月曜日） 第 0 2 4 1 号 

令和７年12月15日 

(月曜日) 

裏面もご覧ください 

 渡邉 叔子 さん 作 

 

15
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

17
日
（
水
）
金
融
経
済
教
育
講
座 

 
 
 
 
 

「
知
っ
て
お
き
た
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
金
の
話
」 

19
日
（
金
）
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19
時
～ 

 

22
日
（
月
）
ひ
な
た
カ
フ
ェ 

10
時
～ 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 
 
 
 
 

 

稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

25
日
（
木
）
ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

27
日
（
土
）
市
民
講
座 

 
 
 
 
 

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
」 

 

7
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

9
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
・
健
康
料
理 

 
 
 
 
 

生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14
時
30
分
～ 

10
日
（
土
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

11
日
（
日
）
東
谷
地
区
成
人
記
念
式
典 

12
日
（
月
）
東
谷
地
区
新
年
祝
賀
会 

14
日
（
水
）
市
丸
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

15
日
（
木
）
空
き
家
課
題 

 
 
 
 
 
 
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

12
月 

1
月 

UBE三菱セメント㈱ 
東谷鉱山 事務課 

米道 亮太 

12
月
の
絵
手
紙 

令
和
８
年 

１
月
12
日(

祝
・
月)  

 
 

 

絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

1
月
23
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

青少年健全育成 
協議会 会長 
松岡 建吾 

 

こ
ん
に
ち
は
、
平
素
よ
り
青

少
協
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
継

続
し
て
開
催
し
て
き
た
「
東
谷

地
区
成
人
記
念
式
典
」
は
、
令

和
八
年
一
月
十
一
日
、
日
曜
日 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
講
堂
に
て

開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
は

男
性
十
八
名
、
女
性
十
四
名

の
、
計
三
十
二
名
の
方
を
対
象

に
、
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
二
十
歳
を
迎
え
る
皆
さ

ん
が
生
ま
れ
た
年
（
平
成
十
七

年
度
）
に
は
、
郵
政
民
営
化
や

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
創
設
な

ど
、
国
内
外
で
多
く
の
重
要
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
中
学
２
年
生
の
時
に
は
年

号
が
「
令
和
」
に
な
り
、
そ
の

後
に
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
頑

張
っ
て
き
た
彼
ら
の
一
生
に
一

度
の
節
目
で
あ
る
晴
れ
の
日

を
、
恩
師
や
ご
来
賓
の
皆
様
を

お
招
き
し
、
一
緒
に
心
に
残
る

お
祝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
参
加
さ
れ
る
皆
様
、
関

 

み
な
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。

Ｕ
Ｂ
Ｅ
三
菱
セ
メ
ン
ト
新
入
社

員
の
米
道
（
よ
ね
み
ち
）
で

す
。 

 

本
年
４
月
に
入
社
後
、
約

１
ヶ
月
間
の
全
新
入
社
員
に
よ

る
集
合
研
修
を
終
え
、
５
月
に

東
谷
鉱
山
事
務
課
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

私
は
大
阪
（
東
大
阪
市
）
出

身
で
、
人
と
話
す
こ
と
と
何
よ

り
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
飲
み
に
行
っ
た
帰
り

に
は
、
必
ず
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち

寄
り
、
お
弁
当
を
２
つ
買
い
ま

す
し
、
お
か
わ
り
無
料
の
定
食

屋
さ
ん
を
見
つ
け
る
と
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
、
現

在
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
励
ん
で
お
り

ま
す
が
、
ご
飯
を
目
の
前
に
す

る
と
正
気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

す
。 東

谷
の
地
に
来
て
半
年
が

経
過
し
、
会
社
の
窓
口
と
し
て

色
々
な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆

様
方
の
活
力
に
は
驚
か
さ
れ
て

12
月
24
日
（
水
）
～ 

 
 
 

１
月
７
日(

水
）
ま
で 

ば
か
り
で
す
。
加
え
て
、
子
ど

も
達
が
元
気
よ
く
駆
け
寄
っ
て

き
た
り
、
沢
山
の
食
事
を
勧
め

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
新
参
者
の

私
に
分
け
隔
て
な
く
優
し
く
、

そ
し
て
気
さ
く
に
接
し
て
く
だ

さ
る
の
で
、
東
谷
に
や
っ
て
き

た
一
人
の
人
間
と
し
て
胸
を
打

た
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
弊
鉱
山
で
は
地
域
の

皆
様
に
鉱
山
操
業
へ
の
理
解
を

よ
り
一
層
深
め
て
頂
く
た
め
、

積
極
的
に
見
学
の
受
入
れ
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
６

～
９
月
の
東
谷
中
学
校
の
全
校

生
徒
を
皮
切
り
に
、
10
月
に
は 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
の
市
民
講

座
と
し
て
多
く
の
皆
様
に
弊
鉱

山
を
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。
今
後

も
積
極
的
な
見
学
受
入
れ
を
継

続
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
興

味
あ
る
方
は
弊
鉱
山
ま
で
ご
遠

慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
最
後
に
諸
先
輩
方
か
ら
「
地

域
と
は
共
存
共
栄
を
念
頭
に
共

に
発
展
し
て
き
た
」
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
会
社
窓
口

と
し
て
各
種
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
す
の
で
、
皆
様
と
は

膝
を
付
け
合
わ
せ
る
機
会
も
多

く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
若
輩
者

で
す
の
で
至
ら
ぬ
点
ば
か
り
で

す
が
、
誠
心
誠
意
精
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 
東大野八幡神社 

大清水神社 

井手浦 
～伝統行事～ 12/1 クリスマスイルミネーション点灯 

わ
っ
て
下
さ
る
全
て
の
方
々
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
実

行
委
員
は
微
力
な
が
ら
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

※対象の方に、詳細を封書にてご案内 

いたしますのでご覧ください。 

11：00  ～ 北九州市二十歳の記念式典 

      （場所：北九州メッセ） 

     各自で参加していただきます 

 

  終了後、ジャンボタクシーにて 

         東谷市民センターへ 

 

15：30 ～ 東谷地区成人記念式典開式  

 

今
年
は
サ
ン
タ
の
他
に
… 

見
に
来
て
ね
！ 

場所：井手浦公民館 
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表面もご覧ください 

  2 0 2 5 年 1 2 月 1 5 日（月曜日） 第 0 2 4 1 号 

  

 前回に続き11月8日に行われたまちづくり協議会健康部会ウォーキング部
が行った呼野散策の続きを書きます。前回はお糸地蔵堂まで書きましたの

で、次は江戸時代お茶屋だった杉山家です。お茶屋と言っても街道の旅の茶

店ではなく、小倉藩藩主が平尾台の竜が鼻で巻き狩りなどの狩猟をした時

の藩直轄の休憩所です。杉山家では代々お殿様のお茶屋の管理をされてき

ました。次にお隣の城井家です。城井家は昭和の初めまで秋月（香春）街道呼

野宿の旅館を営んでいました。ここには昭和の初め自由律俳句の種田山頭

火が香春の後援者の所に行くのに何度も宿泊し自由律俳句をいくつか詠ん

でいます。次はお隣の圓龍寺です。浄土真宗のお寺で明治5年発布の学制に

伴い、お寺の本堂で市丸小学校の前身としてスタートしました。その後小森

の普門寺、小森の二市一郡新四国霊場お堂下にあった小森尋常小学校、さ

らに現在の市丸公民館の場所に移転し、明治37年に市丸尋常学校となりま

した。そして戦後現在地に移転しています。次はお隣の大山祇神社です。大

山祇神社は全国各地の鉱山の守り神として多くあります。ここのお宮には福

岡県天然記念物の幹回りが１０ｍ近い大銀杏があります。一時は樹勢が弱り

ましたが地元の方と樹木医の方の手当てで見事に復活しました。次は上呼野

の大泉寺でお糸さんのご両親のお墓を参拝し、お糸池（稗合の池）に行きお

昼をとって解散しました。お糸池は江戸時代中期、14歳のお糸さんが自ら志

願し難工事のお糸池築堤のために人柱としてその身をささげた悲しくも尊

い悲話です。堤の北側には地元の方がお糸伝説の由来とお糸さんのお墓と

伝わる石碑が建てられています。 

東谷郷土資料館委員    西田 順一 

円龍寺  

12/6 東谷婦人会 花植え 

 

  
 

 先日、年賀状のアイディアを求めて久しぶりにデ

パートの年賀状売り場に出かけました。そこにはたくさ

んの午年の年賀状が揃えられていましたが、その中で

いつもの年とは違う光景を目にしました。 

 昨年あたりから、ポツポツ耳にするようになりました

が「年賀状じまい」の葉書が、今年は午年の年賀状に負

けない位の量が売り場に並んでいたのに驚きました。 
 昨年の十月に大幅な郵便料金の値上げがあったことも大きな影響の

一つだとは思いますし、年始のご挨拶もパソコンやスマホで簡単に済

ますことが出来る時代になったという事も理由かも知れません。 

 絵手紙の年賀状を通して、高齢者の方に「ほっこりと温かい心を届け

たい」と願う私達には、この風潮に一抹の淋しさを感じずにはいられま

せん。 

 年賀状は、平安時代から始まったとされています。今のスタイルに

なったのは明治六年に登場した官製葉書がきっかけとなり、明治二十

年前後には年賀状を出すことが年始の恒例行事となったとか。日本に

長い間伝わって来た古き良き伝統を、義務や儀礼的になったものは淘

汰されていくのも当然だと思いますが、自分達の身の回りの大切な人

達とのご縁や繋がりはこれからも大事にしていきたいと改めて思わせ

てくれた「年賀状じまい」でした。 

 来年も新しい年明けと共に、午年の年賀状をお届けします。七十五歳

以上の高齢者の皆さん、どうぞ楽しみにお待ちください。 

 尚、日頃より書き損じの葉書や未使用の切手の回収にご協力ありが

とうございます。とても助かっております。今後共、引続きご協力の程

宜しくお願い申し上げます。   

健康づくり部会 
絵手紙部 
渡邊 博子 

 特定健診 ・胃がん検診のお知らせ 
 ♦日時 １月１８日（日） 
      ９：００～１０：３０  
 ♦場所 東谷市民センター講堂 
 ♦対象 40歳から74歳の国保加入の 
                                                     北九州市民 
 ♦申込 集団検診予約センター  
    TEL 0570-783-077 又は  
                                                                        093-953-6168  
 ※要予約（定員になり次第締切） 

 古紙回収は、資源のリサイクルを

目的としています。もう一つ、それ

によって東谷地区まちづくり協議

会や町内の活動を支える大切な

資金源にもなっています。 

 古紙は、町内管理のボックス、ま

たは東谷市民センターの古紙回収

保管庫へお持ちください。 

年末は 12月27日（土）  
          16：30まで回収  
年始は   1月  5日（月）   
          9：00～回収 

「とうふ汁」にまつわるストーリーを大募集！ 

ぜひ皆さまの知っている「とうふ汁」について

教えて下さい! 

小倉南区の一部の地域や家庭で作られて
いるという噂の「とうふ汁」。  
現在、その実態を調査しています! 

（小倉南区役所総務企画課） 

東谷市民センターへとうふ汁にまつわる情報を
教えていただければ、小倉南区役所へ内容を提
供させていただきます。 

▲応募はコチラ 

からもできます 

下條 光次 氏 

準優勝 

11月30日(日)、東谷

興農会グランドで三谷

地区から総勢80名程

が参加し、グランドゴ

ルフを楽しみました。 

東谷地区からも約20

名が参加し、市丸町内

の下條光次氏が、好成

績を収め、表彰されま

した。 

大山祇神社の大銀杏  

現在の杉山家と城井家ですが掲載のご了解

を得てないのでボカシを入れています。  

 お糸さんご両親の菩提寺の 

 大泉寺  お糸池（稗合の池）  

11/21 「勤労感謝の日」 
石原幼稚園と竜光保育園の園

児さん来館。お手紙や花をい

ただきました。 

石
原
幼
稚
園 

竜
光
保
育
園 

・食べているのはこんなシーン 
・わが家では決まってこの具材 
・思い出やエピソード、とうふ汁への熱い想い 
            なんでもOK！ 

絵手紙部が、書き損

じハガキや未使用の

切手を回収してます 
 

東谷市民センターまで

お持ちください。ご協力

よろしくお願いします。 

大鍋豚汁 恒例のもちまき 
には、大勢の人が 
集まり… 

軽トラ市 

スーパー
ボールすく
いで楽しむ
子ども達 １２月７日(日） 

新道寺第一公民館で開催 

公民館の中では、子ども会

の作品展と歌や踊り、演奏

など様々なステージ発表で

和気あいあい、大変盛り上

がっていました。 

外では、餅つきが行われ、酢もちやきな粉もち

がふるまわれました。ついた餅は丸めてどんど

ん袋詰め。そのお餅は、公民館内の演芸終了

後、「もちまき」でまかれました。皆さん、たくさ

んのお餅を拾い喜んで持って帰られていまし

た。新一町内のパワーを感じた一日でした。 


